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駿河トラフ伊豆側斜面の地質とテクトニクス
ー 「しんかい2000」第579潜航の成果-
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駿河トラフ柏部の石花海ゴージ｛北緯3･|度45.00分，東経13S纜36.00分1寸近，水

深1855－星5SOm の範囲｝において「しんかい2000」による潜航調査を行なった．

石花洵ゴージ中部の1尹豆飼斜廩に分布する地層辟は，下位の火山岩類とよ歐の石灰

賢砂岩に大きく区分できる．火山岩頚は桶窗な溶岩を主体とし，火山角哩岩を扶在

する．火山岩類には節理に鈿う熱水変質帯が発達する．火山ａ類の瑁上部を占める

溶岩から，変質した流毓岩が採喩された．石灰劃砂岩は椥餃で，貝鷁破片砕の化石

を登富に含み，不明瞭な層理をもつ．古水深を検討した餡豢，30～100m の浅海性

の堆植物であることがわかった．伊・ 側斜而に分布する地層は一部に断層4’みられ

るほかは，大きな硝冶上の暄断を受けていない．地刷の傾斜は101 以内である．

今回の潜航調査の成果を，これまでの潜航調査結果および隣接する伊豆半島の地

史と比較・総合することによって，石花洵ゴージ伊豆儷斜面の地史とテク１ニクス

を考察した．伊豆刪斜而‾F部に分布する火111岩瀬は，岩櫚と岩石学的特徴から伊豆

半島の白浜層群に対比できるo 3  ― 1 M* の畤贈1二，現在の石花淘ゴージ伊旦側斜

画と舮豆半島を含んだ北東 一南西方向の隆起海嶺が形成された可能性がある．この

変勣にともない，石花海ゴージtj1豆鯏斜面は削剥の場となって不盤合が形成さtl，

その扱，淘嶺旧都の平坦函に石灰貿砂岩が堆積した．この海鼠が駿河トラフ軸に揖

突し，現在も浮揚性沈み込みを行ないつつあるとすれぱ，呪在の駿河１ラフ周辺の

地形・地質・地妲活助の特徽を説明可齟である．

Geology  and  Tectonics of the Eastern Cliff along the Suvuga

Trough  Axis:

Results from Dive 579 of the Submersible "SHINKAI 2000"
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A  submarine geological survey using the submersible "SHINKAl  2000" was

made  at  Ihe  eastern cliff along  fhc  Scnoumi  Gorge.  Suruga  Trough

(34*45.00'N, 138*36.00'E; depth  range, I85S-1580m).  where  the Izu-Bonin
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volcanic  arc is subducting  beneath  the Southwest  Japan  arc. The  eastern cliff

consists of lower  volcanic rocks and upper  calcareous sandstone. The  volcanic

rocks  are mainly  composed  of thick massive  lava flows, which  are intercalated

with volcanic breccia. Hydrothermal  alteration is common  along  the joints in

these  rocks. An  altered rhyolite specimen  was  collected from  the uppermost

lava  flow.  The  calcareous  sandstone  is  fresh,  semi-consolidated,

coarse-grained  sandstone,  which  rarely shows  bedding  with  <10R  dip. The

sandstone  commonly  includes  many  fragments  of  calcareous  fossils, which

contain  benthic foraminifers indicating 30-100m  paleodepth.

Correlating  the present results with those  by  previous  geological studies on

the  Suruga  Trough  and  the adjacent  Izu Peninsula, we  propose  the gcologic

history of the eastern cliff along  the Suruga  Trough  axis and  its tectonic inter-

pretation. Baw?d  on  the  lithology and  chemical  composition,  the  volcanic

rocks  along  the  Suruga  Trough  axis  can  be  correlated  with  the  late

Miocene-Pliocene  Shirahama  Group,  which  is distributed in the Izu Pentnsu*

la, Dunng  1-3 Ma,  these  volcanic rocks  were  eroded  by  the tectonic move*

menc  associated with the generaion  of a ridge with an  NE-SW  strike and  the

calcareous  sandstone  was  deposited  in the shallow marine  environment  on  the

ridge  crest. This ridge collided with the Southwest  Japan  arc and  is buoyantly

subducting  along  the Suruga  Trough.

１．は じ め に

駿 河トラフは，フ４リピン海プレートと本州側

のプレート （西南|ﾖ 本弧）との境 界に位 岨してい

る。 駿河ト ラフの東側には，活助的火山 弧である

伊 豆・小 笠原 弧の北端部 にあた る伊 豆箴塊 があ

り， ほぽ ４ｅｍ／年の速度で本州 に対 し北西方向

に移助してい る（瀬野，1992 ）。伊 豆地塊 は1  Ma

前後に起きた本州への術 突（小山，1986 ）以来，

本州に対する浮揣髱沈み込みを餃けてきており，

現在および 第ll 紀後期の伊豆半鳥におけ る活発な

地般講動はこ の浮搨性 沈み込みが原因と考えられ

ている。 しかしながら，これらの地蔵活助の特徴

を具体的に どう説明するかとい う問題については

様 々な モデルか提出 され， 決着はつい てい ない

（例 え ば, Nakamura et al.｡1984: Ukawa, 1991;

ldi,1991; Koyama and Ｕｍｉｎ０. 1991)。 とくに馼河

ト ラフ域をふ くむ伊豆地塊丙部において は，伊・

地塊東部に比べて地震活助皮が低 く。変助 地形の

発達 も悪いため，その現在および 第四紀 のテクト

ニク スには不明 な点が多い。 一一方，伊豆 地塊の北

側の南郁フ ォッサマ グナ地域に は. 5  ~ 3 Ma に

本州に衝突・付加した丹沢地塊 をはじめとする複

数の術突地鷹が存在し。中新跫中川以来の多重衝

奕の鳩であったことが知られている( 鯏えぱ，

A7・ａｎ・｡1991)。駿河トラフ の西倒とその北方延

長の窟士川地域には，これらの祈突によって変形

した地質慴が幅広く分布しており，本州弧と伊豆

・小笠以弧の相互作用の褻史力哨拓llされている。

駿河トラフは伊豆地塊が本州に絢突しつつある場

所であり，トラフ柏近傍に分布する地層には衝突

にともなう変形が蓄積されつつある。 よって。駿

河トラフ周辺は，地塊の衝突というものがどのよ

うに進行するかをill(接観察できる11t界でも稀な増

所と甘える。また，駿河トラフは予想される東海

地芻の震源断屑が地表に達する部分で もあり。ト

ラフ軸郤の地層に生じた変形は過去の東海地震に

ともなう変形の積算記録としでの意味をもつ た

め，地震テクトニクスを考える上でも重要で あ

る。

静岡大学では，このような駿河トラフ軸部の地

層観察の重要性をみとめ. 1984 年以来８回にわた

る深海琳水艇 を用いた琳航糾査を行なってきた

(人塚 一新妻，1985，1991 ； 里村ほか，198? ； 大

塚，1987 ； 北里. 1988  ;新妻ほか，1990，本号)。



また，海上保安庁水路部。地賞鯛査所，東京大学

海洋研究所による潜航調査も行なわれている（加

蘢・山崎，1985 ； 山崎 ・加藤，198G，1988 ； 古

・ ，1988，1989）。こ れらの潜航剛査は，主とし

て忝河トラフ中軸部にあるトラフ地形の秋窄部で

ある石花海ゴージ（図１）周辺を対象として行な

われてきた。石花海ゴージ岡辺においては。トラ

フ両側の斜面か急峻であるために良好な地層の露

出かみられ，かつ狭い範囲内に伊豆側と本州側の

両方の地層が分布するため，プレート境界をはさ

む両者の特徴を能率よく観察可能である。これま

での潜航調査によって，トラフ軸をはさんで伊豆

側には火山岩廼とその上位をおおう堆積岩，本州

側には変形のいちじるしい堆積岩の存在が明らか

になっている（新妻ほ か｡1990 ；新饗，1991）。

しかしながら，ｌ回の溜航調査において観察可能

な範囲は限られており，岩石試料の採取も不十分

であるため，岩相分布・地質時代・堆積澱境・地

虹搆造について不明な点が多かった。今回の潜航

調査（第579潜航）は。とくに石花海ゴージの伊

豆鉚』斜而にある堆積岩の空川的な分布を明らかに

することを主目的として行なわれた。また，潜航

中に採収した試料の分析によって，伊豆鮨斜面に

分布する堆積岩の時代と堆積環塊，火山岩の素性

をある程度明らかにすることがで きた。本論文で

はこれらの成果を報告するとともに従米の知見も

総合し，駿i可トラフ伊豆側斜面の地史とテクトニ

クスについて論じる。

２．潜航鯛査の概要

今回の潜航調査（「しんかい2000」第579潜航）

は，1991年10月291jに行なわれた。潜航地点は。

伊豆半島松崎ilpの北緯34度45.00 分，東経138J&

36.00分付近の駿河トラフ軸部にある石花海ゴー

ジ（嶋村，1986）の中部である｛図１および21.

潜航調査の概要は，ルートマップ｛図３｝およぴ

水深一題道時|砌図｛図４｝として示した。潜航軌

跡は，トラン スポン ダを用いた沮位デ ータに

ＧＰＳを用いた補正を施して求めたものであ り。

これを榊水艇の水深記録を参考にして５万分の１

海底地形図上にブロ ーy卜した。トランスポンダに

よる潜航軌跡の碑度餤度は，実際の海底地形と比

べて系統的に50～100m 程度丙方にずれていたた

図 １　 Ｓ 河 訃ラ フ の 地 形 と 調 査 地,自 の Ｒ Ｉ ・ 。 黒 兎 は

「し ん か い200 ｛｝」 潜 航 調 査 地 点 。 番 号1 ま通 算 潜 航

番 号 。579 は 本 岡 壼 を 示 す 。 四 角 で 囲 ん だ 部 分

が ， 本 論 の 扱 う 石 花 海 ゴ ー ジ （四 角 内 の Ｆ ラ フ

底 の 抉 窄 部 ） と そ の 周 辺 地 域 （図 ２ お よ び 図 ５

の 範 囲 ）。 本 調 査 以 外 の 石 死 海 ゴ ー ジ 周 辺 の 潜 航

糾 査 番1;･は 図 ５ に 示 す 。 等 深 線 のjnli は1 叩 ｍ。

Fi＆ 】 Ｇｅｇ勸ｏrpholagy 01 1ke Suruga Trough. Solid cir-

cles ｓhoｗ lbe lacalion ｓ 01 ｓubmar ｉｎｅ geological

ｓ11rｖｅys uｓi●g ’ISⅢMKAl  2000'‘ . Ｎｕｍｂｅrｓ Ire

ihe dive n ｕ●lerｓ. ‘1579 ’ shoｗｓ lhe present ｓIIr･

vｅy （Dive 5?9 ）.Reclangle shows lhe pl･es ｅｎｌ

slｕdy ａrｆａ shown i ηFiSs.2 and 5. Di ｖe llｕ瑣.

bers  ol previous s ●|･vｅyｓ in this area sr ｅ slxrarn

i･ Pig.  5. Depth contour interval is I 叩11.

め，それを補正した結果を図３に示してある。

まずトラフ底に翦底する予定であったが，潮流

が強いために流されてしまい。伊豆側の火山岩類

からなる怱崖に接近した。恙葭への衝突を回避し

ながら 水深を下げ，着戚予定点の500m ほど北東

方のトラフ底｛水深1855m｝に翦底した。トラフ

底の目猊観察ののち，水平距離で南東方60m にあ

る伊豆側の忽崖へ接近しようとしたが，南からの

0.9 ノワトの底畷・ に阻 まれて身動きがとれない。

そこで。いったん離底し高度50m に達した後に水



図 ２　 石 花 海 ゴ ー ジ の 地 形 の 概 観 。 太 線 で 潜 航 調 炎 ル

ー ト を 示 す 。

Fi＆2G ㈹morphology 01 the sl ｕdｙ ａrｅａ ｓhown in Fig ，

1. Thick line shows the pr ｅｓｅｎt survey r ｏｕle，

側 ３　 潜 航 糾 査 ル ー ト と 観 察 し た 岩 根 お よ び 地 質構 造 。

等 深 線 は， ５ 万 分 の Ｉ 海 底 地 形 図 を も と に 今 回

の 糾 査 結 火 を 力jlえ て 一 郎 修 正 し た も の を 示 し た 。

Fig. 3 Ro ｕle nl 啅of lhe pr ｅｓｅｎｌ submarine geological

survey, Number sho ｗs the l 仗alion deter 皿ined

ｕsi㎎ ａ transponder.

において石灰質砂岩の露飢を発見した篌は，砂岩

の分布を探る目的のため。水深をほぼ一定に保つ

たまま南方への移動を開始した。以後は，ときお

り強まｇた潮流のために短時間靜底する箇所もあ

ったが，ほぽ連続した海底表面の観察を行なうこ

とがｔ きた。予定の潜航調査時問を消化した後，

水深158{}●の位置から離底し，浮上を同始した。

芯底から離庭までの仝潜航時間を逝じて，測流の

向きは南から北であった。

潜航調在中には，露頭観察のほか３地点におい

てマニピュレータによる岩石試科採取を行なっ

た。水深1663m においては，露頭からこぽれ落ち

ていた火||｡|岩試科を採取した( サンプ ル１)。探

取に要した時間は約１分||ljである。マニピュレー

タを川いた岩石試料採取においては，露頭からこ

ほれ落ちた賑石を拾うのがもっとも確央で能串が

よい。水深1645m においては，同様に露頭からｉ

れ落ちた石灰質砂岩のブロックから試科を採取し

た( サンプル２)。水深1640m 付近においては，

石灰質砂岩に含まれるシルト岩礫を採取した( サ

ンプル３Ａおよぴ3B) 。 サンプル３Ａは転石を

拾ったが，サンプ ル３Ｂは露頭から直接はぎ収っ

た。 サンプル2.  3  A, お よび ３Ｂの採収畤111j

は，岩賢がもろいせいもあり。それぞれ６－８分

lllである。サンプ ル２， ３Ａ，および３Ｂは，採

収した後に船底のバスケットとシIJンダーに入れ

たが，もろい岩貿のためにバスケットに入れたも

のの大半は浮上の際に波に洗われて失われてしま

った。バスケット内のサンプ ルを，浮上した際の

波浪から守る何らかの対策が望まれる。

３．潜航調査結果

３－１　日視観察結果

トラフ底：水深1855●の若底点において駿河ト

ラフ底を観察した。海底表面は灰色の砂堋からな

っており，観察時の徇から北へ向かう潮流と調和

的な方向にり。ブルマータか形成されていた。砂

咽の厚さは2 ～3cn･ 程度であり，リ 。プルマー

クの底には砂層の下位にある灰白色シルトが1剔11

していた。 海底表面の所々には中郡～大磯サイズ

の鉅円雌が数多く餃らぱっていた。礫の岩貿の群

細は不明だが，硬質頁岩，白色臘の入った緑色岩

など，静岡側斜而から供給されたと考えられるも

平移助によって伊豆鮨急瑙への接近を試みた。以

後この方式によって，上昇→水平荐助→脇慶への

接近と露頭観察を３回耡り返したのち，潮流速度

の弱まった水深1700m 付近からは海底表而を観察

しながらの移誦に切り替えた。水深IG45m の地点



図 ４　 潜 航 調 査 経 過 の 慨 要 。 潜 水 艇 の 水 深 変 化 と 観 察

し た 岩 相 を 示 し た 。 番 号 は 図 ３ の 測 位 点 に 対 応

し て い る 。 測 位 点 ３ と ８ の 間 の 点 線 は ， 潜 水 艇

の 高 度 か ら も と め た 爽 際 の 海 駁 而 の 水 深 を 示 し

た も の 。 渕 位 点 ８ 以 嘩 はij ぽ 海 底 面 に 沿 っ た 跼

査 と な っ た た め ， 潜 水 艇 の 水 深 の み を 示 し た。

FiS. 4 Sll･ ●ａry stowing lh ≪ depth chanSe of  ihe ｓｕb･

raersiblc d ｕril窰11e 鈩alogiQI surrey ａｎｄ

ｏｂser 癶d 斟ｅｌｌｉ ｃａｌ features.  Numbers corr ｌｓ･

pond lo lhe location nllllbel･ ｓ shown in FiS. 3.

のが多かった。

火山岩細：伊豆側斜 面の下部（水深1850 －

1650m ）には，火山岩類の幅広い露出がみられ

た。火11』岩顛の最下部（水深1850～1750m ）は，

不観則な節理の入った緻密な溶岩から榊成されて

いる。節理に沿う熱水変質によって節理jlは亦く

変色し，節理に沿って白色の変質帶ができている

ものもある。この溶とのみかけ上位（渕位点81J･

近，水深1700－IG?0・）に，火山角礫岩が分布し

ている（写真１および２）。下位の緻密な溶岩と

は漸移的に移り変わっているように見えた。角壥

の岩貿は均質であり，11 よ角ぱっていてハイアロ

クラスティックな破断を受けたように見えるもの

が多い。礫径は中礫から巨喋まで様々である。一

郁の哺の表而に，急冷縁とみられる特徴的な醯断

構造を見ることがで きた｛写真２｝。下位の緻密

な溶岩と|司様，論理に沿って赤色または白色の変

貿帶が発達している。この火山角礫拷のみかけ上

位（ill）位点9 ～11. 水深1668～1650●）には，節

理の発達した緻術な溶岩がある( 写真３)。下位

と同様に。節理ｉ は白色～黄色に変質している。

節理の入り方は，最下部のものと異なり，ほぽ並

衍である。この溶岩からサンプ ル１を探取した

{写真４}。

石灰貿砂岩：伊豆倶』斜面の上部には。石灰質砂

岩が幅広く露出する。上述の火||｣岩類との境ｉ は

剿位点12付近では水深1651～1645m のIII!にある。

その部分は，未固結の泥が覆い石灰質砂岩の転石

が澂らばるテラスになっており，火111岩類と石灰

質砂岩が直接する境界を観察することはできなか

った。その後，測位点15と16のlnlでいったん水深

を下げたところ，測位点16の手前の水深1654rｌ地

点で石灰貲砂岩の琳頭を確認した。 よって，火山

岩頬と石灰質砂岩の境界の水深は1655－1650nl恫･

近とみた方がよいだろう。石灰質砂岩は，一般に

徂粒・塊状( 一部に不明瞭な層理あり) であり。

貝般破片を大量に含んでいる{ 写真５～８}。岩

質は半固結でもろく。マニピａレータで容易に･砕



くことができる。この石灰質砂岩を測位点13付近

（水深1645m) で採取したものがサンプ ル２であ

る。測位点17付近（水深1642－1638m ）に分布す

る石灰貿砂岩中には，大礫から巨簾サイズ｛長径

２ｍ觀度のものもあり｝の大量のシル１岩囎と，

少量の火山岩大礫～中礫が含まれる特鐵的な岩相

を示す（写真７）。礫は，シルト岩・火111岩とも

に亜円ないしは亜角礫である。火山岩礫は黒色を

呈している。このシルト岩礫を採取したものがサ

ンプル３Ａおよび３Ｂである。水深IG35～1580m

の問の石灰貿砂岩中には，やや鈿粒の駟を抉在す

ることによる不明瞭な層理を観察することがで き

た（写真８）。

地質構造：伊豆伺斜而上都の石灰質砂岩中にみら

れた層理面は，沮位点18 付近（水深1635．）で北

西に10’以内の傾斜を示し，側位点19付近（水潔

1604m ）で は廁に10 °以内の傾斜を示す （写真

８）。渕位点13 付近の水深1645.5m に露出する石

灰質砂岩中には貝化石がほほ水平に並んいるのが

観察され（写真６），この地点において も石灰質

砂岩が綏傾斜であることがわかる。伊豆餬斜而下

都の火山岩類については層理を見いだすことがで

きなかったが，水深の減少とともに岩相が漸移的

に変化したことから，さほど急傾斜はしていない

という印 象をもった。

眼底地点にあたる水深1580m 地点では，石灰貿

砂岩が正断層によって変位を受け，グラーベン状

に落ち込んだとみられる溝状の地形が観察で き

た。正断層の走向はＮ加’Ｅ，傾斜はほぽ垂直であ

る。このほか，測位点18 付近（水濠IG20m ）の石

灰質砂岩に断層とおぼしき節理（変位方向不明）

を釼察した。節理の走向はN50 °E，傾斜はほほ垂

直である。火山岩顫に発達していた畩断構造の大

半は冷却節理と思われるものであったが，測位点

８と９の閥の水深1674m 付近の火|」｡|角礫岩はテク

トニックな破断を受け，ややもめた感じになって

いた。そのみかけ上位の水深16G8●（測位点９付

近）の緻密な溶岩にはｰ･ 樣な方向（走向N30 °Ｗ.

傾斜ほぽ垂直）に並行した節理が入っていたが，

成因はよくわからない（写真３）。

３－２　試料分析結果

採取した４つの試料（サンプ ル１，２，３Ａ，

３Ｂ）のうち。火|||岩試料（サンプル１）につい

て は 岩 石 薄 片 を 作 成 し ， 顕 微 鏡 観 察 を 行 な っ た 。

石 灰 質 砂 岩 （ サ ン プ ル ２ ） に つ い て は 貝 化 石 の 同

定 を 行 な い ， 石 灰 質 砂 岩 （ サ ン プ ル ２ ） と シ ル ト

岩 （ サ ン プ ル ３ Ａ お よ ぴ3B ） に つ い て は 石 灰 質

ナ ン ノ 化 石 に も と づ く 時 代 推 定 ， な ら ぴ に 底 生 有

孔 虫 化 石 に も と づ く 古 水 深 の 擂 定 を 試 み た 。

採 取 岩 石 の 特 徴 と 貝 化 石

採 収 し た 火 山 岩 （ サ ン プ ル １ ） は ， 変 質 を 受 け

て 緑 灰 色 を 呈 す る 流 紋 岩 で あ り ， 流 紋 が か す か に

残 っ て い る の が 観 察 で き ゐ 。 直 径 ２ ｍ ｍ 程 度 の 少

量 の 石 英 斑lgl が 肉 眼 で も み と め ら れ る 。 斑lgl 餓 物

は 石 英 ， 斜 長 石 ， 磁 鉄 鉱 で あ る 。 石 灰 質 砂 岩 （ サ

ン プ ル ２ ） は ， 黄 褐 色 な い し 茶 白 色 を 呈 す る 中 粒

一 極 粒 粒 砂 岩 で あ り ， 塊 状 で 貝 殻 破 片 等 の 石 灰 質

物 を 多 く 含 ん だ 岩 石 で あ る 。 半 圃 結 で も ろ く ， 波

に 洗 わ れ て こ わ れ る 程 慶 の 固 さ で あ る 。 貝 化 石 と

し て は ， Ｃ咄 脚 声ctai vesiculous,  Bttccinttm  sp..

S ，ゆI･icrpis sp-｡ １４ｎ･･11･･ｊ sI ）･. C1t!a･り ３ sp. な ど を 含

ん で い る （ 鑑 定 者 ： 内 村 竜 一 ）。 シ ル ト 岩 （ サ ン

プ ル ３ Ａ お よ び3B ） は ， 青 灰 色 な い し 灰 色 を 呈

す る や や 砂 貿 の 新 鮮 な シ ル ト 岩 で あ り ， 塊 状 で 堆

積 榊 造 を も た な い 。 石 灰 貿 砂 岩 よ り も さ ら に 固 結

度 は 低 く ， 手 で つ ぶ せ る 裡 度 で あ る 。

石 灰 質 砂 岩 お よ び シ ル ト 岩 の 時 代

サ ン プ ル2,  3  A.  3  B の い ず れ の 試 料 も 石 灰

貿 ナ ン ノ 化 石 を 豊 富 に 産 し た 。 こ の う ち ， サ ン プ

ル ３ Ａ お よ び ３ Ｂ に つ い て は ？3e 。＆ 。dllajlia

lｕcj。,。sＩ の 不 在. ａ･ljl･･ljllia ll･ixleyiの 不 在 。 肌li･

c叨 》ぬ
■aera
 inverse の 存 在 ， Ｇゆjりly砂c叩 ｓl aggjlial

（ｖer1.L ） の 稀 産 か ら ， 時 代 は 石 灰 質 ナ ン ノ 化 石

悁 のCN14b ｛0.46 －0.Z7Ma ，MatsIoka and Oka･

dl.1989 ｝ に あ た る と い う 結 果 が 得 ら れ た 。 ま

た ， サ ン プ ル ２ の 石 灰 質 砂 岩 に つ い て は ， 再 堆 積

槌 の 混 入 が 明 瞭 な た め 確 定 的 な こ と は 言 え な い ま

で｛ 。 第 四 紀 で あ ろ う と い う 結 果 が 得 ら れ た 。 な

お ， い ず れ の 試 料 か ら も 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 を 産 し

た が ， 時 代 推 定 に 有 効 な 槌 は 得 ら れ な か っ た 。

石 灰 賀 砂 岩 お よ び シJ レ ト 君 の 古 水 深

サ ン プ ル ２ ， ３ Ａ ， ３ Ｂ の い ず れ の 試 料 も 底 生

有 孔 虫 化 石 を 豊 富 に 巖 し た 。 こ の う ち ， サ ン プ ル

２ の 石 灰 貿 砂 岩 に つ い て は ａ μごjld，ｓ♪s９ 由ll,I詐 ，･

|･all“ Ｓ　 ａ ｊｌａχ四fg jl φ鉚jliQI. 凡 印喞111dl!crib-

yｌ 即a･jdll ｓ 等 の 水 深30 －10 ｛｝nlの 貝 殻 砂 底 に 生 息



す る 秡 や ，Q 。il･9。elg 。lf,la 回1 即 心 ， £哂･gf･ 川

cn･ 哨
川
邨 の 岩 礁 地 生 の 種 を 多 数 含 む 。 こ れ に 対

し ， サ ン プ ル ３ Ａ お よ び ３ Ｂ の シ ル ト 岩 に つ い て

は ＆,11`Ⅲi;ｌａ elegans,｡ ＆,1 咄i 卯a ぐ。1卵la.GI 必 必111j･

･･lijlalaが･･is,  Qitadriuio ポ1････a laevigata.  Sphaeroidi･-

。ａ&,11 皈 心 ｓ 等 の 水 深1(X)O ～20  (X)ｍ を 示 す 靜 集 を

豊 富 に 産 す る こ と が わ か
９ た 。 こ れ ら の 結 果 の 解

釈 に つ い て は 次 節 で 議 論 を 行 な う 。

・。 駿河トラフ中軸部 の地質とテ クトニク

ス

４－ １　 石花海ゴージ周辺の地質

今回の榊航調査において石花海ゴージ伊豆側斜

而の地層中 に確毘 され た層 埋而はすべて10 °以内

の祓傾斜を有するものであ り， かつ調査 ルート沿

いに大観模な断層が存在する蹣E拠はみられなかっ

た。 よって。 基本的には水深の杖い場所に 分布す

るものほどより上位の地層であ ると考えて よいだ

ろう。 前節で 述べた観察結果を総 合すると，今回

の潜航によって明らかになった石花海ゴージ中部

伊豆側斜濔の刈序は， 下位より｛ｎ緻密な溶岩 （み

かけの厚さ150nl），12）火山角礫 岩（30m ）｡13｝緻密

な 流紋岩溶岩 （20・），141不明瞭 な層 理を もつ 石

灰 質砂岩 （6511）， となる。（1卜｛3｝の火山岩鯖は，

岩梱の煩似から まとめるこ とがで き，基本的 には

下位 の火山岩顫 と上位 の石灰質砂 岩という層序に

なる。 観察で きた範囲で のそれぞ れのみ かけの厚

さは。 火|||岩顛が200・， 石灰 質砂岩か65m であ

る。

石花 誨ゴージ周辺では， 今回の調査を含めた叶

12回 の潜航調査がこ れまで 行な われて きてい る。

これら の踟査に よって明 らかになうた石花海ゴー

ジ周辺 の岩11 分布を図 ５に，トラフ軸をは さむ西

北丙一 東南東方向 の地質斷ｉ 図 を圖６に示す。こ

れら の図 から明 らかなように，石花海ゴ ージ周辺

の地 質は喩河トラフ軸をはさんで 東西で明 瞭に異

なる。 本榊航 とほぽ同じゴージ巾 部を糾査した第

刹5 および473 潜航（新妻ほ か. 1990) では。 伊豆

餬斜而 下部 （水深1850 ～1690m ）に 火山 岩類， 伊

豆儷斜illi上部 （水深1630・）に石灰 貿砂岩 の分布

が確認 されてい る。このこ とは， 本潜航の観 察結

果と跼和的である。 鄒473 潜航においては， 水深

1700m 付近に分布する溶岩から本潜 航で採収 され

たものと|司様な変質流紋岩の試科が探取され，減

殺岩溶岩を貫く･110～20m の岩臘が観察されてい

る。 また，こ の溶岩下のト ラフ底付近（水深

la38m ）では，塊状の軽石質火111礫凝灰岩も観察

された。

一方，石花海ゴージ北部の伊豆鮨斜･rfiiを調査し

た第86および87潜航｛大塚・新妻，1985 ； 古田，

1988｝ で は。 伊豆 匐 斜 面 下 部 （水 深1760 ～

1640m) に火山岩鎖，それより上位（水深1640～

1420m) に泥貿冶の分布が確認されている。さら

に第87潜航においては，泥質冶分布の最上位付近

にあたる水深142C〕ｍ地点から石灰貲砂岩が採取さ

れた（新妻ほか. 1990 ； 断 凄，私佰）。このこと

から，石花海ゴージ北部の刷序は下位より火山冶

傾。泥賀岩。石灰貿砂岩の順であ ると考えられ



図 ６ 石 花 海 ゴ ー ジ 中 部 に お け る 駿 河 ト ラ フ の 地 質 断

面 図 。 断 面 の 瘟 置 は 図54 こ示 す 。 畩 縺 は ， 駿 河

ト ラ フ 南 部 で 行 な わ れ た マ ル チ チ ャ ネ ル 地 震 係

完 結 梁(Kal 。, ig&7 ； 佐 藤 ，1984 ） に も と づ い

て ， ト ラ フ 軸 か ら 傾 き 下 が る フ ィ リ ピ ン 海 プ レ

ー ｝上 面 の 位 置 を 予 鯉 し た も の.

Fig.  6 ＧｅａｌＱｇｉｃａｌ crass section 01 1hl sludy area χ Γｏｓｓ

11e Siniga Trough axis.  The ｌｏｃａｌｉｏ・ Qf ＆e4ar･

(ion is Une Ａ- Ａ’ shown ill Fig. S.  Broken'line

s●ｏｗｓ llle locllicl of  the upper surface ｏr the

s●bducti.g Philippine Sea p 】late, which is ｅｓli･

酊laled lrｏ漕the m ｕlli-cha ●ｌｅｌ ｓeiｓｍｉｃ ｐrofile

across lhe ｓｅｌｌｈｅr●ｐａrlo1 1 ●e Suruga Trough

(Kab・｡1987:Sato.  1984)

る。 新妻ほか(1990) は，こ の泥貿岩を沖合海成

シルト岩と考え。石花海ゴ ージ中部において も石

灰 質砂岩とその下 位の火山岩類の||旧こは沖合海成

シルト岩が狹在すると予想 した。 しかしながら，

石花海ゴージ中部の伊豆側斜ij においては石灰貲

砂岩が火||｡|岩槊の上位を治［偃おおい，両者の境堺

は水深165S －IG50m 付近にあ るこ とが今回の榊航

に よって明らかになった。石花海ゴージ北部で採

収 された石灰質砂 岩は，今回 の潜航で採収 された

石灰質砂岩と類似 した岩刳|をもち，今回 の試料分

析耕 梨とli･j様な浅い古 水深が得られているこ と

｛後述｝ から，両者はlil一層である可能性が高い。

分布 から考えて，石灰質砂岩はト ラフ柚側に10 ’

～15 ’極度の傾斜 をもって下位丿凶をおおっている

と考えられる （|司６）。

層序 の比較的よくわかった石花海ゴ ージ北部と

中部に対し，石花海ゴージ巾部の地質につ いては

不明な点が多い。 石花海ゴ ージ南部およびその南

方地域においては針 ７回 の潜航 が行 なわれてい

る。こ のうち，伊 豆訓斜ifiiの地 質を観 察し たの

は，第192,  308,  309, および335 淋航の４回であ

る（・ ５）。第309潜航においては，伊豆惻斜ii下

部の水深1888ｓ 地点に冷却節理の発達した溶岩，

水深1939m 地点に火山角礫岩が確認された【北

里. 1988】。伊豆側斜面を上りながら調査した 第

192. 308. および335潜航においては，いずれの

ルートにおいても火|ll岩煩｛第192潜航では礫岩

という記載もある｝と泥質岩の互刈の琳出が報告

されている（古田，1988，1989）。これらの火Ill

岩類からは合冊Ｓ惆の新鮮な複押石安山岩ならび

に含角閃石寉輝石安l j l 岩試料が探取されている

が，泥貿岩の試科は探収されていないためその素

性は不明である。石花海ゴージ南部およびその南

方地域において火山岩顛の露頭が確認された最も

浅い 水深は. #192 榊航でl?60m ， 弟308 および

335潜航で1430－1440・ である。このことは， 火

山岩類の上iiが石灰貿砂岩の底面と同様にトラフ

刺|に向かって傾斜していると考えれば説明できる

（図６）。このことを確かめ，石花海ゴージ北部お

よぴ中部との翩序対比を行なうために。石花海ゴ

ージ南部およびその南方の伊豆餬斜而において，

今後きらに詳剥な観簾と献科探収を行なう必要が



あ る。

今回の潜黻:調査は伊豆惻斜面を対象として行な

ったため，駿河トラフ底 と静岡儼斜面 の地質につ

いては，こ れまでの詞査で判明 している事央を以

下に要約するにとどめる。石花海ゴージ周辺の駿

河 ト ラフ 戚 の 地質 は， 第86，241 ，262 ，263 ，

309 ，445 ，お よぴ473 の各潜航 と今回の潜航で観

察されている。 いずれの潜航ルートにおいても，

ト ラフ底には未固結ない し半固結の砂礫あるいは

含即泥が表而を覆ってお り。 観察時点で の底層硫

の訛j;j】に詞和 した方向にリップルマ ークが形成 さ

れてい た。こ れら の堆積物 は8.5 万年前以 降の新

しい 堆積物であ るこ とか わかって いる( 北里，

1988) 。 静岡側斜面下のトラフ底には静岡 側斜・

から崩落した巨礫をふくむ趨錐堆積勧が存在する

のに対し，伊豆側斜而下 のトラフ底には屆銚堆積

物 が発達 しない。 餡24 】潜航においては，トラフ

●||方向に伸びる湎水域とみられる変 色蜀 が静岡側

斜 而よりのトラ フ底砂 礫表ii に鯉 察されて いる

(里村ほ か｡1987) 。 石花海ゴージ周辺の節|凋測斜

瀾には，テクトニ フクな破砕を受けて スIJ ツケン

サイド の発違 したシルト岩が分布してい る。シjレ

ト岩には屑理がみられ，一部にタービダイト但砂

岩，匐粒凝灰岩，礫岩が找在する。シ ルト岩の層

理面は，一般に西または 南西に20°～30 °程度傾斜

する( 北里｡1988 ； 新妻ほ か，1990) 。シ ルト岩

からは，更新|!t前期を示す石灰貿ナンノ化石年代

がil ら れている(llj 崎・加藤，1988 ； 新妻ほか，

1990) 。第割1 榊航において は，このシ ルト岩の上

位( 水深1750 ～lG70m) に礫岩が観察 されている

{里村ほか｡1987} 。

4 －2　 石花淘ゴージ伊豆僵斜面の地史と

伊豆地塊 のテクトニ クス

図 ？は。本潜航ならびに従来の潜航剽 査で明ら

かにな った地質 一年代・堆観環塊デ ータをもとに

石花海ゴージ岡辺 の伊豆側斜面の地 史をまとめ，

それを伊豆半島陛上部の地史と比較したものであ

る。

石花海ゴージ周辺の伊豆惻斜面下部4こ分布する

火|||岩類は， 厚 さが200m 以 上 と厚いこ と。緻密

な溶 岩が大部分を占め二次jlfl穣した証拠 が認めら

れないこ とから。原墻怛の堆積物であ ると彰えら

れる。 岩相の人部 分は噴出 岩であり， 岩脈も貫い

Prｏｃ. JAMSTEC Syrop. Deep Ｓｅａ Ｒｅｓ- 41992)

ていることから，火山体の一部と考えてよい。火

山角哺岩の少なくとも一部は，水底噴出の産物と

考えられるハイアロクラスティックな破断を被っ

ている。火11』岩の岩質としては，少なくとも流紋

岩と安山岩がある。また。火山岩類の一部には熱

水変質豪の発達がみられる。現在の伊豆半励の陸

上においてこれと類似した岩相をもつ火山岩類と

しては，白浜層霈あるいは湯ケ鳥層群の一都が考

えられる。白浜廻群は壥粒の火山砕屑岩や溶岩を

主体とする地層磬であり，浅海域における火山弧

海嶺の堆個物と考えられている。一方。渦ヶ鳥眉

邵は綢柆の火山砕屑岩を主体として，一郎に粗粒

の火山砕屑岩や溶岩を袂在する地層群であり，火

山弧近傍の海盆を埋積した堆積物と考えられてい

る。両晒郡ともに，岩質は玄武岩からデイサイト

・瀘絞岩まで様々であり。場所によっては著しい'

熱水変賀を被っている( 小11j，1986，1988)。

第308および335潜航においては石花海ゴージ南

方の伊豆側斜面に分布する火山岩蔔から安111岩が

５試科探収されており，その全岩化学分析値が報

告されている( 古田｡1989) 。この分折隹を伊豆

牛島に分布する第Ξ 紀火||』岩の分析値( 高橋ほ

か. 1986; 高橋｡1989) とハーカー図上で比較し

たところ，石花海ゴージ周辺で採収された安山岩

は５試科ともS102－Na20 十Ｋ２０図上で畆アルカ

リソレアイト系列，S102－Ｋ２０図上で中llljK系列

に属し，またSiOz －ＦｅＯ＊/ＭｇＯ図上では５訳科

のうち４試料がカルクアルカり系列，残りの１試

料がソレアイト系列に属することがわかった。こ

のような特徹は白浜屑群下部の火111岩とよく類似

しており。白浜層許上部，および他の刈群の岩石

の特匱とは異なる。東西櫺約30k・ の伊豆半Ｑ内

においては各層群の化学組成上の特徹に空閥的な

変化は認められておらず，駁河トラフ軸は伊豆半

島の西海岸から15kll程度しか隔たっていないた

め，伊豆半鳥と石花海ゴージ両者の火山岩化学組

成を比較すること|ま意味があると考えられる。以

上のことから，石花誨ゴージ周辺に分布する火|||

岩矧は，伊豆半島に分布する白浜層胖下部の火111

岩類( ９－５Ｍａ)§こ対比される可能性がある

(図７)。

石花海ゴージ伊豆黝』斜iiに分布する火山岩顛の

上位を，泥貿ｌ およぴ石灰貿砂岩がおおってい



図 ７　 伊 豆 地 塊 の層 序 と 地 史 の ま と め 。 小 山 （1988 ） に 修 正 ・ 加 筆 し た 上 で ， 潜 航

詞 査 に も と づ く 石 花 海 ゴ ー ジ 伊 豆 側 斜 而 の 地 史 を 加 え た も の 。 伊 豆 半 鳥 の

】ＯＭａ 以 前 に つ い て は 省 略 し た。 應 中 の ＊ 印 は 構 造 運 動 ，［ ］内 は 堆 積 環

境 ， ０ 　 内 は 火 成 活 動 の 性 質 をあ ら わ す 。

Fj＆7 Correlation ｂｅtｗｅｅｎ the geologic histories Of t 】le stｕdy area ａｎｄ tlie Izu

Ｐｅｎｉｎs山 ｓince g Ma. Their tectonic interpretations ar ｅ ａ】ｓｏ shown. The

data from the Izu Peninsula are ｓligllt】ｙ revised from Ｋｏyａｍａ （1988 ）

Asterisk ｓhoｗs ａ tectonic ｍｏvement. Ａ square bracket ｓhoｗｓ ａ sedirｏｅｎtｎry

environment.  A rounded brackct sho ｗｓ a penological character.

る。石花誨ゴージ北部に分布する石灰貿砂岩から

は，予察的結果ながらＩＭａ頃を示す石灰貲ナン

ノ化石とSOm 付近の古水深を示す底生宥孔虫化石

が得られたとの報告かある( 大塚・新妻，1985；

北虱1986) 。今回の潜航で採取された石灰質砂

岩については30～ICOrｌという石花海ゴージ北部

の結果と調和的な浅い古水深が得られたが。その

時代についての確定的な結果は得られなかった。

今回の潜航においては，石灰貿砂岩中に含まれる

シルト岩礫から0.46～0.27Ma という化石年代

と，現在の水深に訓和的な1000－2000m という古

水深が得られた。しかしながら，シルト岩礫を多

最に含む石灰質砂岩の分布は潜航ルートのごく一

部に限られている((113) 。これまでの石花海ゴ

ージ付近の潜航調査において，このような岩梱は

観察されたことがない。シルト岩礫をふくむ箇所

は無層理で雑然とした岩相をもつが，シルト岩即

をふくむ簡所以外の石灰質砂岩には不明瞭ながら

も恥i理iiが観察され，整然と堆積した印象を受け

る。以上のことから，シルト岩礫を多数取り込む

箇所は，0.46～0.27Ma に伊豆餬斜面のどこかに

現在とほぽliijじ水深でシルト岩が堆積した後，そ

のシルト岩と下位の石灰貿砂岩を削りこんで発生

した局所的なマスムーブメントによる再堆積部を

見ている可能性が商い。 よって，本論では新妻

(199)) と同様に石灰 質砂岩の堆積年代 をＩＭａ

黹後と形え，シルト岩礫の時代を重視しないこと

にする。

火lj.|岩瑣と石灰質砂岩の時代差と，岩脈や変震

帯が露出する程皮の創剥を火II｣岩類が拔っている

ことから考えて，両者の1砌係は不差合であり，不

螫合形成闡に何らかの構造運助とそれにともなう

削制作用があったとみるのが自然である。伊豆半

島におけるこ の時期の構造迎助としては，白浜層

群以下の地層に波曲変形と印|刹をあたえ，熱海層

群／白浜層群間の不整合を形戊した３～ＩＭａ前

後の変動ｌ がある ｖjヽ 111.】986，図７)。よって，

石花海ゴージ伊豆側斜iliにおいて火山岩類堆積後

に生じた構造運助と削剥は，伊豆半島における突

動IH こ対比される可能性がある。石灰質砂轡と火

|||岩鉦iの1111に袂まれる時代不詳の泥貿岩について

は。火111岩顫に兇られるような著しい変質帶が観

察されていないことから。おそらく火|亅|岩頌が変

勁と削剥を被った以後の堆積物と考えられる。



新妻ほか（1990）は。石花海ゴージ伊豆側斜面

に分布する石灰賀砂岩が。かつてこの地域に広い

洩海餓が形成された時期に堆積し，その後トラフ

紬への沈み込みにともなう伊豆倒斜而の沈降によ

って現在の水深に達しているものと考えた。さら

に新妻（1991）は，このような石花海ゴージ伊豆

側斜面の石灰貿砂岩の堆積の場を，現在の我州海

嶺上にみられる浅海域のような北東一南西走|匈を

もつ隆起海嶺上の平坦湎と考えた。そして，伊豆

・小笠原価の北上にともなってこの海嶺が移動

し，駿河トラフ粕において本州に衝突した篌に沈

み込みかけることによってトラフ軸鬪に顫動して

いるのが現在の石花海ゴージ伊豆個||斜而であり。

この誨ｌ の浮揣性沈み込みによって静岡飼斜面の

シルト岩が徼しく変形したというモデルを提唱し

た。石花海ゴージの噺方50kllにある伊豆ゴージ

付近の駿河トラフ●「|の潜航調査結果も，この海嶺

沈み込みを支持している（新饗ほか，本号）。

現在の石花梅ゴージ伊豆側斜而がかつて浅海娘

であったとすると。伊豆半島を含め北東一南西方

向へ70k・ 觀度の広がりをもつ浅海域があったこ

とにな り，それは現在の銭州海嶺上の水濠200m

以浅の浅海餓（北束一廁西方向にみてUOknl ）に

匹敵することになる。このことが，新爽（1991）

のモデ ルの一つの根拠となっている。 新妻ほか

（本号）は，フ ィIJピン海プレートが南海トラフ

から駭河トラフにかけてのトラフ幀の届曲郤に沈

み込むことから生じる幾何学的制約により，この

ような北東一南西方向の隆起i毎嶺がつくられると

考えた。また，南部フ ォフサマグナの多重衝突史

上においてこの海嶺形成が緩り逗されてきた可健

性を主張し.jl 一沢旭塊の本州への衝突湖末期（丹

沢サイクルの時則５）に石花海ゴージから伊豆半

鳥をふくむ隆起海嶺が形成され，伊豆地塊の衝突

期末刈（伊豆サイクルの時期５）にあたる現在は

銭州海嶺が形成されていると考えた。

小|』｡|（1988）によれば，伊豆半鳥における変動

I】で生じた波||||変形は，ＩＭａ以降の堆積物であ

る熱海剛辟の基底而の高度分布によく反映されて

いる。熱海層群の基底の高度分布を見ると，石花

海ゴージ伊豆鮨斜面が天城|】|付近の分水嶺を中心

とする東北東一西南西方向の波曲の背斜部の延長

上に位餓していることがわかる｛1118｝。このこ

とは，伊豆半島から石花稗ゴージ伊豆絛斜面にか

けて東北東一西南西方肉の隆起帑があった可能性

を示しており，新妻（1991）の主張を支持するよ

うに見える。

以上のことから，本論では新妻（1991）のモデ

ルに基づき，以下のような伊豆地塊の一部として

の石花海ゴージ伊豆側斜iiの地史とその解釈を鍵

唱する（図７）。括弧内に示すトラフ軸との鯤鴪

は，ユーラシアプレートに対するフィIJピン海プ

レートの現在の相対運動ベクトル（瀬野｡1992 ）

から外抑して求めた。

田 伊豆・小笠原火山弧の水底火山活動の産物

として。石花海ゴージ伊豆但斜而下部の火山

図8　fjl 豆 半 島 に お け る 変 動 Ｕ の 波 曲 パ タ ー ン と 石 花

海 ゴ ー ジ の 位 置 関 係 。9 卜豆 半 鳥 内 の 太 実 線 は 熱

海ｌ 辟 の 基 底i･S 度 の 郤 高 凉 （単 位
●
） で あ り ，

伊 豆 牛 島 に お け る 変 動 Ｄ で 生 じ た 波ll の 指 標 と

し て 知 ら れ て い る 伺 山ヽ,  1988) 。 伊 豆 半 鳥 か ら

駅 河 祠 に か け て 引 い た 太 点 線 は ， 熱 海 層 膠 基 底

高 度 分 布 の 背 蒭 郤 の 延 長 敍 。 星 印| ま今 回 の 潜 航

地 点 を 示 す 。

Fig.  8 Spatial l･etationship bel ｗeen the folding p 心elll

ol t ｅｃ１０１Ｌｃ ｉｌｅyeilenl 】1 111 111e b.u Pellillslla alld

lhe location eH11e ｓlｕdy area.  Thick solid line

in Ihe lz ● Pe ●inｓｕla shows Che c9 口tｏｕ･･ 01･the

basal aliitade cf ihe Quaternary Ataaii Gr ｏ叩in

ｍｅｌｅrs ｛Koy ａｓl.1988 ｝.Tiis altitude s･ell r ｅ，

11ecl ｓ the folding pattern ｃａ.sed by l 直ｃtｃｌｉｅ

ｍｏvｅ㎜ｅｎt 】l.T111ck bl･ ｏｋｅｎ ｌｉｎｅ shows the loca･

1101 0f lhe e ｓlillaleil l･idge ｃrｅｓｌ ｇｌｎｅraled by

tectonic IIla ｖｅｍｅ●l ll.Slar ｓ110●･ｓ ihc lacalion al

llle lll･ｅsell 刈b 皿larine ｓｕrvey.



岩類が形成された。

12】3 ～ ＩＭａ（114 －38km ）: ト ラフ軸へ の

接近に ともない北東一砲西方向 の海徽が形成

され始め， 石花海ゴ ージ伊豆側斜面は海嶺形

成に ともな う変動 と削剥 を受 ける場 とな っ

た。やがて，海ii の成長とともに海勧頚部に

広い浅海域 がつ くられ，泥質岩や洩梅牲 の石

灰質砂岩が堆積した。

C311Ma ～現在（38 －Okm ）: 駿河トラフ●||

への接近にともない，それまで浅海域であ っ

た石花海ゴージ伊豆匐斜面が徐々に沈降して

いった。双 在とほぽ同 じ水深とな った0.,16－

0.27Ma 頃， 斜而の一部に シルト岩が堆積 し

た。

駁 河ト ラフ周辺の現 在の地般活動や海底地形

は，上述した海嶺の衝突と浮揚性沈み込みを反映

している ように 見え る。 海倣 の浮鍋 性沈み込 み

は。陸惻斜面付加帶内に 大きな変形 をもたらす と

ともに，沈み込 む海嶺内部の差応力 をも高めて地

芻 を頷発させるであろう。 石花海ゴ ージ付近より

北 側の駿河1弯内における30k 。 より浅い 地震の活

動度は低く，石花海ゴージ以 南の駿河湾内での地

謖活動が活発なこ とと好対照をなしてい る（例え

ば， 石田，1988 ； Ｕ㎏ｗa et al.｡1988. 図 ９）。 駿

河トラフ静岡側斜而の海底地形をみると，石花海

ゴ ージ付近より北側ではトラフ軸に向 かってほぼ

一様に傾き下るのに対し， 石花海ゴ ージ付近より

南では石花海堆 や御前崎海脚響の隆起部 があって

複雑な様相 を呈している （図 １）。 こ れら のこ と

は， かつて石花海ゴージ伊豆伽斜匯f付 近から南西

方に伸びていた海働が，現 在駿河トラフillj部のII淨

胃側斜ii 下に浮揚性沈み込みを行ないつつある と

すれば 説明可能である。

５．まとめと今後の課題

駿河トラフ中●||部にある石花海ゴージ伊豆側斜

躊fにおいて「しんかい2000」による潜航調査を行

ない，露出する地層の目視観察を行なうとともに

探収試料の時代と古水濠を検討した。また，これ

までの潜航調査結果と総合することにようて，石

花海ゴージ伊豆伽』斜ｉ のテクトニクスを考察し

た。主要な鈿|見を以下に述べる。

出 石花海ゴージ中部の伊豆倆斜II･iに分布する

図 ９ 駿 河 湾 と そ の 周 辺4 こお い て1980 ￥ か ら1986 年 の

||llに 生 じ た 地 震 の 震 源 分 布{Ukawa et al..

IS8} 。 上ll は 平 面 図 。 下 図 は 上 図 の 四 角 の 範 鬩

のj ●震 の 球 西 方 向 の 断 面 図g 黒 丸 は 震 源 をIli 決

定 し た も の) 。

Fig.9 Epicenlers ａrａｕ●d lhe Sumga Ｔrｓｕgh for  the

period from 1990  to 1986( Ｕｋａｗａ ｅｌ ａｌ.｡)S88).

Upper  nap shows tl 】ｅ horizontal distribution.

L4】wer  cross seeliel ｓboｗｓ the vertical 4)istribu>

11010fepicenlerldisIrib ●ledil1111er ｅｃｌａ●glein

lhe upper  ma[ 】. Solid -circle shows lhe epice 嶷ler.

01whichl( χation ｗaｓ recalculated by Ｕｋａｗａ ｅｌ

ａｌバ)9 芻)

地層詳は，下位の火|||岩類と上位の石灰質砂岩に

大きく区分できる。火11.1岩頂は緻密な溶岩を主体

とし，急冷縁のある礫を含む火山角礫岩を挟在す

る。火|｣|岩類には，節理に沿う熱水変質帶が発達

している; 火山岩煩の髞上部を占める溶岩から採

取した岩石は，変質した流紋岩であった。石灰質



砂岩は根粒であ り，不明瞭な層理を有し，貝盈破

片邨の化石を豊富に含t,。石灰質砂岩の一部に

は。シルト岩ならびに火山岩の礫を多く含む塊状

・無屑理のｓ 所がある。

{21 伊豆測斜面に分布する地哂は。ご く一部を

除いて，大きな構造上の玻断を受けていない。地

壜は全体としてトラフ軸方向に鴾やかな傾斜をも

っとみられる。

(3) 石灰質砂岩ならぴに石灰貿砂岩中のシルト

岩礫から採取した試科の徴化石を検討した結果，

シルト岩礫から0.46－0.27Ma の時代を示す石灰

質ナンノ化石が得られた。また，シルト岩嫻から

1000－20{}Om. 石灰質砂岩から30 －100m の古水

踪を示す底生有孔虫化石が得られた。シルト岩礫

を多最に含む石灰貿砂岩は，その局所的な分布と

岩相から。ごく最近生じた小規模なマスムーブメ

ントによる再堆積部と考えられる。

{43 伊豆剴斜而下部に分布する火山岩鎖は，岩

相と岩石学的特徴から伊豆半鳥に分布する白浜層

群の下部に対比される可能性がある。火|.ll岩蛸と

その上位の石灰質砂岩との闊係は不整合と考えら

れ，不整合形成挧に構造運動に起囚する削剥を受

けたとみられる。

㈲ 伊豆半島との対比にもとづ き。石花海ゴー

ジ伊豆封斜面の地史とテクトニクスを考察した。

3 ～ＩＭａに石花海ゴージ伊豆側斜而から伊豆半

島にかけて北東一南西方向の隆起海嶺か形成され

た結果，石花海ゴージ伊豆側斜祠の火111岩知が構

地運動に起因する削剥を受けた。 ＩＭａ前肢には

海嶺頭部に広がる浅海=臧に石灰貿砂ｌ が堆積し

た。この海嶺がその後駿河トラフ櫞に衝突し，現

在もなお浮揚性沈み込みを行ないつつあると考え

れば，現在の石花海ゴージ周辺の地貿・地形・地

球勧理学的特徴に合裂的な説明を与えることがで

きる。

潜航調査は陸上の地質剽査に比べ著しく畤問と

手段が限定されているため，石花誨ゴージ伊豆餬

糾面の構造発達モデルはまだ作業仮説の段|馨にあ

る。よりよいモデjレの搆筌に向けて，今陂以下の

ことを明らかにする必要がある。

国 石灰貲砂岩を採取し，その堆稻年代にっ い

て確定的なものを解る。また。石灰貿砂岩の分布

『とくに石花海ゴージ伊豆踟』斜而痢部とその南方

地 域 ） を 明 ら か に す る 。

（bl 石 花 海 ゴ ー ジ 伊 豆 惻 斜 面 北 部 に お い て 石 灰

貿 砂 岩 と 火| ）|岩 類 の 間 に 袂 ま れ る と み ら れ る 泥 貿

岩 を 採 取 し ， そ の 岩 相 一時 代 ・ 堆 積 環 境 を 明 ら か

に す る 。

（ｅ） 石 花 海 ゴ ー ジ 伊 豆 惻 斜 面 の 南 部 お よ び そ の

削 方 地 域 に お け る 屆 序 を 明 ら か に す る 。 と く に 火

山 岩 類 の 上 位 に 佝 が あ る か 。 火 山 岩 類 中 に 本 当 に

泥 質 岩 が 鶴 在 す る か 否 か を 調 べ る 必 要 が あ る 。

gd） 静 岡 惻 斜 面 に つ い て は ， そ の 層 序 ・構 造 と

も に 全 体 鑞 が い ま だ 不 明 で あ る 。 静 岡 閼 斜 而 の 妛

形 矇 を 明 ら か に す る た め に ， 層 理 而 の 走 向 傾 斜 デ

ー タ の 竡 加 ， 鍵 層 の 追 跡 な ど を 行 な う 必 要 が あ

る 。 ま た.  $241 榊 航 で 観 察 さ れ た 礫 岩 は ， 静 岡

側 斜 而 に お け る テ ク ト ニ ク ス の 変 換 を 配 録 し て い

る 可 能 性 が あ り 。 そ の 分 布 一時 代 ・ 堆 積 環 境 を 躙

ぺ る 必 要 が あ る 。
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写 真 １　 白 色 麌 貿 幣 の 入 っ た 火 山 角 礫 岩 。『第579 潜 航

:1991 年10 』29812 時11 分 ， 水 深1692m ； 石 花

海 ゴ ージ の 伊 豆 側 塵 ）

Photo.  1 Volcanic br ｇｅｉａ intruded by ｗhjle alteration

ｚ０１ｅs.｛Dive579; ｝2;ｎ,0ct ｑber 29. 1991: ｗａ･

tｅｒ depth, 1692 ㎝:easlernc 】il( of the Senoume

Ｇｏr黔.Suru ｐ ＴrｏｕSh）

写 真 ２　 火||| 角 礫 岩 。 中 火 に 見 え る 巨 踝 にlj 急 冷 縁 と

み ら れ る 節 理 が 観 察 で き る 。｛ 第579 ’潜 航: ｝991

年10 月29 日12 時19 分 ， 水 深1674 ・ ； 石 花 海 ゴ ー

ジ の 伊 豆 側 佃 〕

Photo.  2 Volcanic breccUt.  A large clast in lhe center is

fringed with  joints,  which cal be reglrded as

ａ cooling structure.  (Dive 579: 12:19. 0clober

X9.1991: water depth. 16?4 翩:eastern cliff cl

lhe Senoomi Gorge. Sll･uga Tr ｏｕ汕 ）

j6θ Proc. JAMSTEC Symp. Ｄｅｅｐ Sea Res. （1992）

写 真 ３　 僵 則 正 し い 節 理 の 入 ク た 耡 雀 な 波 紋 岩 洫 岩 。

節 理 に沿 っ て 黄 色 の 変 貿 罹 が 発 遥 し て い る 。（ 第

579 溜 賦:1991 年10 月29 旧2 時23 分 。 水 深1666m

； 石 花 誨 ゴ ー ジ の 伊 豆 佃 崖 ）

Ph（yt０.3 Massive rhjotite lava. ｎｏｗ with ｒｅｐ ｌａｒ joints.

Alteration zones are ｄｅvｅｌｏμd a101g lbe

joints. (Dive S79: 12:23.  October  29.  1991;  wa･

lerdeplh.16 恥 ｍ;easler ｎ ■clilf of  the Senou 皿ｉ

Ｇｏr6e.SIr ｕｐ Ｔrｏ･lgh）

写 真 ４　 写 真 Ｓ の 流 紋 岩 溶 岩 か ら 崩 れ 落 ち た 岩 塊 。 こ

の 岩 檎 を 採 集 し た も の が サ ン プ ル 】で あ る 。｛ 鮮

579 潜 航:1991 年10 月29 日12 畤26 分 ， 水 深 ｝66311

；石 花 海 ゴ ー ジ の 伊 豆 側 部

Phola.4 BI 吹k ｓ dropped from t ●ｅ outcrop el the

rhyolite lava flow ｓhowll in Photo 3.  Rock

specilllen l was collected from ｌ●esｅ ｂｌｏｃｋｓ.

a ）iｖe 5?9; 12:26.  October 29 ， 1991; 。ter

depth.  1 663nl: ｅａslern c1111 0f the Scnoumi

（;０rge.S,Ir ｕgl TI･ｏｕgh ）



写 真 ５　 写 真 ４ の 溶 岩 の 上 位 に 現 わ れ た 石 灰 質 砂 岩 。

貝 化 石 を 含 ん で い る の が 見 え る 。（ 第579 潜 航:

1991 年10 月29 日12 畔18 分 ， 水 濠l 徊5m ； 石 花 海

ゴ ー ジ の 伊 豆 側 斜 面 ）

P1010.5 Cakal･ ぞｃｕs sallds ｍ ｅ 佃11aininS fossil ml･

luSes. （Di､･e579;12: 韶｡0e 肺ber 29, 1991;wa･

ter  depth.  1 615m; eastern cliff 01 the Slno ｕlli

Garge,Sur ●ga Trough)

写 真 ６　 石 灰 貿 砂 公 ． 只 化 石 を 多 数 含 ん で い る の が 見

え る ． 貝 化 石 の 丑 ぴ 方 か ら ． 地 層 が 緩 傾 斜 であ

る こ と が わ か るC 第579 淋 航:1991 年10 月291:112

1吟57 分 ， 水 深16･IS.  Sen ； 石 花 海 ゴ ー ジ のSpM ●

斜 面 ）

Phot ０.6 CalcareQIls sandstone CQDtaini  ng fossil mnl-

luscs.Aligolle1110ff ほsｓils ｓhows a icnlle dip

01 bedding. ｛Div ぞ579; 1257. 0cCobel･ 29 ，

1991;  ivalei･ de|<h. 1645.51n; ｅａsler自c1111 Df

lhe Senounii GoI･ 黔,Suru ｐ ＴＩ･ｏｕgh ）

Proc. JAMSTEC Symp.  Deep Sea Res. ｛1992｝ 16j

写 真 ７　 シ ル ト 岩 礫 を 含 む石 灰 質 砂 岩 。 中 央 や や 右 側

に 見 え る 灰 色 の 岩 塊 が シ ル ｝岩 礫 で あ る 。（第

579 潜 航:1991 年10 月29 日13 時36 分 、 水 深1541m

； 石 花 誨 ゴ ー ジ のi芦豆 餌 斜 闥

Ｐｈ０１ｅ.7 Calcareous ｓａｎｄsＩｏｎｅ containing ・11d claste､A

giay palch is lke right  ~ha】f is a mud 山St.

(Dive S79: 13:36. 0cIober29.1991: s･ ａter

depth.  1641m; ｅａslerｎ ｃｌｉａ ｏｆ tlw Senoumi

Ｇａrge.S ｕr●ga ir ｏｕgh ）

写 真 ８ 穣 傾 斜 の 不 明 瞭 な 層 理 を 宥 す る 石 灰 貿 砂 岩･。

石 灰 贊 砂41.μllに 袂 在 す る 繝 粒 芻 ｛’Ｆ 部 に 見 え る

灰 色 の 罘 ｝ が ， 層 理 を つ く 。て い る 。（第579 榊

航:199 ）年10 月29 口 】･|畤30 分 。 水 深1605m: 石

蕘 海 ゴ ー ジ の 伊 豆 惻 斜 而 ）

F11.1.，8 Cillcar ｅｏｕs saad ｓ1011e sho･･ｉｎｇ ａ jtentlc （lip cl

beddil ・ Tlie 13eddillg is formed by a liaer

艸rl of Qic sediment, ｛|｝ive 579: 1,1:30.０１tｏ･

ber 29. 1991; w ａｌｅr dcl,11. 160811; cislcl･ll

cliil onl･c Senollmi G01 ’ge. S11rｕｇａ Ｔ･’01･汕1
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